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聖旨

'lll転のタンパク質への配分制抑は植物が宅索。〉供給の変動に応答して適応的にft謝を調節するう

えで極めて重型である 植物は環境の望事栄産をいかにして検知し その情報告遺伝 f尭IJIに伝述

するのかという拙拘の機能削指と制御における耳H~iな分子革縦が近年解き時lかされつつある 本稿

では知機場輩出{をングナルとする控嵩配分の制御のうち、光合成の炭素同化に係わる遺伝子に県内

をあて それらのqtt;M5容における制御帽榊解明の過料を先ず記述している この過程で明らかに

された肴サイトカイニンは外部京葉源の桜から描への内部ングナルであるミという新民な概念を紺

介する その概念円基本は即械細胞で研究が進められてきたヒスチヂン アスパラギン厳リ ン厳リ

レー情報伝達系である 日事植物に持遍的にι在すると#えられるこのしくみの研究成果を紹介す
るとともに 植物における型車配分制師の応、川的な1(11についても考草している

キーワード His-Aspリン耐リレー↑'，'i報伝達 協m:1Iコミュニケーシ ョン ::il紫分札湘l田
盟昔~'k:，-t'i性遺伝子ll;現サイトカイ ニン

はじめに

柚物の揖機栄黄として肢も多量に必盟な元素は

割端であり その供給Jilはその'Ufや寛遣を大

きく胤定する 生物に府l川IITfile:な密書はN2の
凶正に山来し この岡正商物はー占的には硝階

イオンとアンモニアである これらの無機唱*1
は拙物に代占される光合成吃物や硝化細菌など

ーI'jlの微J!:.物によってhiJ化され アミ ノ般 タ

ノパク11や庖唱など't物の活動に不可欠な包白書
化合物に転検される N2の回定は雫.t;固定lij

による世物的固定と大気の般市や E主的な固定

などJI生物的なものに太別されるが N2のア
ンモニアへの還冗!こ1まl分子あたり 6屯子制当

のエネルギーを必盟とし このエネルギ は究

桶的には太陽光エネルギーに依(fしいる 生物

に利ffluH指な笥索源立 かような幸町のエネル

ギーを哲するために 生物の活動と'Uiの制限
'!!!I叫とみなされ そのfll川は生物の進化駆動の

ー盟国であるとHされている

'1物の進化は環境への町i化と適応に始まる

そのぬ合 動物と述って動けない植物は外科の

JJ;l境の変化に耐えてと七砕するためには?瑚域の
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宜{ヒを柚卸するとともに その変化に応害した

情報伝達呆をi量得しているものと考えられる

JJ;l境に応答し、生長ぞう}化をするためには 植

物は構成静棄の質と日の蛮動させることによっ

てその代謝を適応的に制御しなければなるま

い 週fi;f尭割によって代謝晶を制御すること

は!タンパク質への唱嵩配分の制御を要する

読書源は同化の基11であるとともに 硝酸イオ
ンによる晴世還元静嵩週伝子克現の誘却にみら

れるように 遺伝子兜呪へのングナルとしての

機能をもっ 捕物は変動する袋嵩の供給をL功、

に検知し またその的制を常嵩の投資対主であ

るタンパク質の遺伝子l~1JIに 14えるのか 7 本

刷では 窓紫源のもつνグナJしとしての世ltに

1.11点をあて 柿端がIfiかれつつある上記のしく

みにl期する日近の研究結wを制介 解説すると
ともに 植物における札点配分制御の分千基盤

とその庇・111的な側lfijについても考草したい

l 無機宜薫震をシヴナルとする植物の壷曹配

分制御

細胞が代謝を内 外のE田境に応、1'flて適応的に



転換するには基本的には解案や輸送系のタン"

ク質の活自の変動を伴う 俳素やタンパク質の

活性変動は大別して 遺伝子一亮現の制御により

静紫 タンパク慣の分子散をコントロ ルする

相I調節と合成怯の鮮軍 タンパク質の活性陣
飾 いわゆる翻訳後の活性調節による飢哨節の

2通りがある 前者の場合には窒2艇を特定の

併業 タンパク質に配分することが必要とな

る 無機窓紫源である備殴イオンやアンモニア

によって克現調節を受ける拙物遺伝子は多く

その散は研究の股聞とともにさらに楠加する状

況にある (Koch.1997) これらの遺伝子の機

能は光合成!炭素の転流輸送 利附。室輩の

同化と転流輸送網l問と多触にわたるが そ
の多くは尭現が炭素にも応答することである

このことからも埋解されようが 代謝果に機能

する遺伝子の発現は相Eに話し合い(cross-talk)

していることを示すものであり 随物の遺伝子

尭現において宗主炭輩硫黄などはシグナ

ルとしてネットワ クを形成して関連する代謝

系の遺伝子を相Eに制御Lているものと考える

べきであろう また これらの遺伝子尭現にお

ける話し合いは 植物におけるこれらl司化元紫

の比を一定に保つことを可能にしていると思わ

れる 笠輩に応答して制御される遺伝子の例と

Lて。筆者らが研究してきたc..自物における光

合成炭事同化に係わるものを紹介する

光合成に関与する醇紫 タン，，ク質は葉中の

タンパク質の大半を占める なかでも 般に'9J

反応と呼ばれt 葉緑体に局在し光エネルギ一転

換に機能する腕タンパク質と可沼恒でス 1ロー

マやサイトソルに局在する炭素同化系の醇紫は

とりわけ多量である例えば カルピンサイク

ルの炭隣国定府紫リプロース二リン椴カルポキ

ンラーゼ オキンゲナーゼ (Rubisco)は地味

上院も多量に存在するタンパク質である この

ことは室紫の投資の面からも光合成が生物聞に

おいて果たす役割の大きさを物語っていよう

第 l悶は トウモロコン幼植物について 地費

液の硝階塩浪!監を特異的に変化させ 成熟過程

にある禁制織のRubiscoとC4j)t輩回路の一次炭

般固定酔輩フォスフォエノールピルピン椴カル

ポキンラーゼ (C，PpcJ)及びC4Ppclにフォスフ

ォヱノールピルビン酸を供給する併素ピルビン

酷 リン酸ジキナーゼ (Ppdk)の葉タンパク

質の各占有率を葉タンパク質の|瑚散として示し

たものである (Sugiyamaet al.， 1984) 正昧の
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炭素同化に不可欠なRub時coへの占有率は窪索

の供給量の噌加につれて低下するのに対し ~I 

化学的には付帯物であると目されているC炭素

回路の僻案。PPClとPpdkの事紫占有率は盗事

の供給鼠に依存している また， これら酵曹の

墜事に応害した帯附はmRNAの帯附をともなっ

たタンパク質の合成によることが明らかにされ

ている (Sugihartoet al.， 1990) これらの結期

は笠輩虻乏下の舶物は。窓ヲ官を相対的に

Rubiscoに配分~ . c炭紫回路の昨紫への配分
を抑制していることを示すとともに この苔柏

が遺伝子尭現のレベルで輩葉によって制御され

ることを示している (Sugiyama，1998) トウ

モロコンで見られるこの築指による配分制御は

他のc，植物例えぽモチキピ (Panicummifi-
aceum)の心Ppc，やc，炭車回路に特異的に機能
する併紫アスパラギン酸アミノトランスブエラ

ーゼとアラニンアミノトランスフエラーゼでも

見られる(総説の一例と LてSugiyama，1998を

害問)

c.炭輩問時q)僻輩遺伝子の尭現に児られる虫

輩に比、答した遺伝子理現のポジティ ープ制御は

転写段階と転写挫の段階で行われており

(Suzuki et al.， 1994) この制御を也たらす蜜輩

ングナルは硝惜庖やアンモニアの桁]化産物であ

るグルタ ミン(またはその代謝産物)である
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同化系僻軍タンパク賀への堅持宅配分

(Sugiharto et al.， 1992) 筆者らはc，醇輩の遺伝
子について 個体での尭現が窓輩源也しくはグ

ルタミ Jによって誘噂されることを明らかにし

た これらの事実は実際には徳利に塑繋が矢乏



した柏物を川い これに室索を補禎し生じる皇

軍栄費回i昼過碑の解析により得られたものであ

る 興味あることに かような察車欠乏植物か

ら得られる切り取り葉に窒素源を加えても個体

の績で見られる上記遺伝子の尭羽は誘導されな

い 切り取り薬組織でこの墜索に応答した遺伝

子尭現を誘導するには窪紫部に加えてサイト

カイニンが不可大である (Sugihartoet a1.， 

1992) 試行錯誤のうえ尭見されたこの事実は

植物の器官1111コミュニケーンョンにサイトカイ

ニンが需紫源の棋から葉へのングナルであると

いう新しい概念の想定を"1能にした サイトカ
イニンは栄聾~I 長則の植物では限で合成され!

このホルモンは細胞の分裂。 頂芽優勢!光合成

葉の老化やンンク ソース主ど 植物の多畦に

わたる縄能を制御する(総説のー仰lとして

Schmulling ct al.， 1997) このホルモンの棋か

ら禁への窒素源のングナルであるとする仮説に

は 先ず棋でのこのホルモンの帯積の墜事応答

性が明らかにされねばならない 筆者らはこの

課題に取り組み トウモロコン根でサイトカ イ

ニンの分子的であり i ゼアチンやゼアチンリホ'

ンドの先駆体と同されるイソペンテニルアデノ

ンンリン般が窒京税に応答して.Nf関することを

確証している(Sakakibaraet al.， 1998) 

11 植物のヒスチヂンーアスパラギン酸リン酸リ

レー情報伝達果

タンパク質の可逆的なリン般化は生物の情報

伝達のしくみとして肢も広く利}刊されている

この情報伝達に関係するプロテインキナーゼは

そのリン隊化のアミノ酸残基の追いにより!セ

リン/スレオニンキナーゼ チロンンキナーゼ

ATP ADP 

シグナル分子

己二コ

及びヒスチジンキナーゼ i に大別される 山I二

者は構造的に宮{似性が向く 共通の祖先をもっ

と考えられ真骸細胞にのみ存在する これに

対し 植者のヒスチジンキナ ゼは特有の併素

族を構成し}開帳と真枝の附細胞に存在し ヒ

スチヂン・アスパラギン椴リン椴リレー(2成

分情報伝述とも呼ばれる)系の構成成分として

機能している このリン椴リレ は，典型的に

は!センサー (ヒスチジンキナ ;;) ，ヒスチ

ジン リン酸転特体 (His寸containingphospho-

tTansfer， HPt)とレスポンス レギュレーター

(response regulator， RR)と呼ばれる 3つのド

メイン(タンパク質領域)で構成される(総説

の例と LてMizuno，1998) その典型f~J を都

2図に示す この情報伝達呆におけるリン厳茸

のリレ は先ず細胞外のングナルリガンドが

センサーによって認識され。細胞表層のドメイ

ンに結合することにより開始される センサー

はングナルリガンドと結合すると そのサイト

ソル側ドメインに局在するキナーゼのヒスチン

ン残恭がATPにより自己リン酸化され?典型的

にはHPtのヒスチジン残基を経て RRの活性部

位にあるアスパラギン酷にリレーされる リン

般化されたRR すなわち 細胞外ングナルの
担い手は標的遺伝子の転写またはその産物の制

訳植の活悼を制御し 細胞の外部ングナルへの

応笹を開始する この情報伝述呆は当初原被細

胞にのみ限定されると考えられていたが その

能。カピや併時 (Maedaet al.， 1994) さらに

はトウモロコン トマト ンロイヌナスeナの7.1

等拙物においても存在することが明らかにされ

つつある(総説の一例と Lて Sakakibara et 

31.， 2000) 植物においてごれまで同定されたヒ

主~ 細胞機能調節

し---.J"ー
ヒスチジン レスポンス
リン酸転移体 レギユレーター

第2図 ヒスチジン アスパラギン酷.)ン酷リレ の簡略モデル
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Ml重 嗣拘のヒスチヂンーアスパラギン惜リン酷リレー情報伝連軍、の週伝子
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スチヂンーアスパラギン椴リン椴 リレ 仙骨l伝

達系の遺伝子は第 l占に弾約される センサー

としてングナル結合能が191らかにされたものは

トマトとンロイヌナズナのエチレンレセプター

である このうち ETRI. ETR2. EIN4. ERS 

とERS2は 連の鮮軍族をなし!エチレンを受

容するとそのヒスチジンプロテインキナーゼ活

性は f~ に制御される {総脱の一例 として

Blcecker， I目的ーまた ンロイヌナズナから1，
定されたATHKIは投透正検知にl則わるセ ンモ

ーであろうと 目されている(Uraoet al.， 1開9)

これらのセンサ の下流に{立自するであろ うと

与えられていたRR遺伝 fは1998'1.に時を同じ

くして トウモロコンと ンロイヌナズナからわが

国と米国で同定され 公費された また HPt 

遺r，，'fについては わが同で上，Eの植物から相
次いで同定され 公Jiされた これらのRR遺

伝子のうち。ンロイヌナズナ山来のARR3から

ARR9. Jt 9傾 (Taniguchiet al.， 1998 
Brandstatter， and 岨ebcr.1998)とトウモロコ

川 1.1来のZmRRIとZmRR2(Sakakibara et al.， 

1 998) はともに柴で措~I~ 柚物ホルモンであ

るサイトカイニンで誠噂される HPtについて

はl記2闘の植物から計5傾の遺伝ずがいl定さ

れ，構造が明らかにされている これらの遺伝

子の尭現は少なくともサイトカイニンに関して

は構成的であり いずれも聾での発現が他の組

織に比べ高い さらにli1近 トウモロコシから

ZmRR3， ZmRR4. ZmRR5， ZmRR6， ZmRR7.が

筆者らの研究室でIdl定さ れ (Sakakibara，H， et 

，1未琵表データー).l~にゲノム構造の決定が

完了しつつあるンロイヌナズナからは計20傾の

四

RR過{五千の存在が確認されている(Mizuno，T 

fMJ) これまでに公占されたンロ イヌナズナ

のRRのうち ARR 12.ARR 14はリン俗化さるべ

きアミノ厳残唱がアスパラギン階以外のものに

也き担わり t したがってリン般 リレ 活廿の見

られないものがある 蝉レスポンスレギュレー

ター (pseudoRR)と呼ばれる これらー併のRR

の役剖はいかがなものであろうかP 日近 軍

古らはこれらの遺伝下町!日l定古である水野研究

弔と共同で これらのー鮮の揮レスポンスレギ

ュレーター遺伝 fの転写経物が11問リスムで克

J)/することを尭見した (Makinoel al.， 2000) 

世物時計のしくみは守その研究の初111過程にあ

るが これらの樋レスポンスレギュレーターが

そのしくみにどのようにl剣わるのかについては

今惜の研究の逝肢を待たねばならない

ヒスチヂンーアスパラギン俄リ ン般リレ は

ハクテリアぞ静ほでは う~11 . 浸透圧 i 光感受

性，主化作両院'物質など 内外的E盟境変動に

LC:'符するための細胞内。細胞llIl的制伝達のメカ

ニス・ムとしてはたらくことが知られている こ

の間制伝達呆の一つの特徴は この系自体はセ

ンサ の門己リ〆般化活性を越えた噌幅機構を

J年たないことである このことはこのリレーが
日少のングナルの度合いまたは持続則11IIC7J間値

を決める役割をもっ=とを市唆している 生物

にとっては 予期せず到来するであろう現境資

源のf11mを先することはoらの生存を危うくす

るであろうことを暗えると!このNi'l1の生物的
な意義はうなずけよう このリレーのもう一つ

の市型な特徴は それがリ ン般化サイトを介し

て。 他の遺伝子尭J)/または1(，との話し合いの可



能性を提供することであろう (Applebyct al.. 

1996) 他の情報!日連との話し合いはおそらく

拠他生物1111でのコミュニケーンヲン干段とし

て 他の'1物 とりわけ植物と微生物にまで拡

大して行くことであろう ヒスチヂンーアスパ

ラギン厳リン俄リレーの研究は揃物において

は エチレンやサイト カイニンへの情報伝述の

新たなメカニズムと して研究古の大きなti'Hを
'!，めてはいるものの その全貌と伝遣の目標で

ある遺伝子やタンパクロについての僻'sな的制

は現在はmられており 守i査の研究に待つべき
である

111 植物による蜜車輪掴とその情報伝達

これまでの阜で.記述したlJl:J(を暗にして 柚

物倒体が外部思境要因としての埼京源を検知

し ぞの情制を炭素ー窒素I，;jft，;'，俳素遺伝子の

克現制御に伝遣するメカニズムとして 筆占ら

は第3図にボす似説を提附している(Sugiyama

Sakakibara. I:II.I$IJ中) こσn亙Q)j司id"ところ{ま
型車源である附俄庖やアンモニアは先ず恨によ

って認識され 他物はこの部岐に応害して似で

サイトカイニンを都慣する このホルモンのう

ち品附する分 f剛はJ員初jサイト カイニンの先駆

体。PMPであると 唱えられる このう}子酬は似

でZRとZに転換され 也槻哨指源の内部ングナ

ルとして導管を経由して推組織の光合成細胞に

輸送される そこでは サイトカイエンはその

費車体とHされるセンサーキナーゼによって認

識され そのングナルはHPt. RRを介してリン

椴リレーされ 際的遺伝 fの転写もしくは制ぷ

睡信望葉書匝

NH..+， NO~ 

iPMP骨T-ZR.Z 

盟事に応答する
サイトカイニン蓄積

根

導管

挫の制闘を制柵する この慨立はサイト カイニ

ンが間限岱京訴の棋から車へのングナルである

ことを方すものである 植物阪での鮪機盗事棋

の認識や検知のしく みはHド不明であるが 植

物由来のRRをはじめヒスチヂンーアス，，ラギン

般リン酸リレーのいくつかの成分遺伝子は般に

特先的に克脱するものもある したがって 似

で也11i:されるサイトカイ ニン都舶の無機京紫捌

の情情i/"述にはヒスチヂンアスパラギン酸 リ

ン厳リレーが関与する可能世も再定できない

また。 根での情機宅事に応害したサイトカイ ニ

ン帯恨のしくみも不明であるが笥ポに応特し

帯摘するサイ!カイニン分子同がiPMPである

ことから 通常サイト カイニン合成併素と呼ば

れるこの先駆体合成を触媒するイソペノテニル

アデノシンリン般転移俳素 l この~"院の上減に

位位する同事事の活性 もしくはその遺伝 「発脱

が築家にb吾容し l正に制御されるIlJ能性が示唆さ
れる o近 稿者の研究主でこれまで[131定さ
れていなかった植物山来のサイトカイニン合成

醇曜の遺伝fをンロイヌナズナから取得した

(未完占データー) この遺伝 「の盟主応答性の

有冊は11¥1もなく解明されることが111¥与される
このモデルにおいて解明されるべきJ理組は組

屯されるリン般リレーの開的遺伝下である lit 

に前r.rにで述べたよう に その候補遺伝子は

CtPPCIを合むくつかの白光合成遺伝fである

これらの過伝fの尭現は l サイトカイニンと笥

需によって誘導されるRRのl!JlIとEEL、制|閣を

示す しかし 相関は因果関係については何の

情報も拠供してくれない今怯細胞生物学的

HK..HPt..RR .... 偲的遺伝子

サイトカイエン
情報伝遺品

業(葉肉細胞)

篠3図 サイトカイ ニ ンを介した無側~n純情報!の器官問コミュニケーンヨンモデル

iPMP イソペノテンテニルアデノ νンリン耐;ZR ゼアチンリボンド Z ゼアチン
H:K センサ キナ ゼ HPt ヒスチジン リy酷転修1本 町ミ レスポノスレギュレーター
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1112褒 窒紫サイトカイニンで開JlI:側節される植物過伝子

jJHi、内遺伝子贈物}

""憶を多段に必要とする過何に関わる£の・j";Tf.
tOll{RNA polymcrd街。
細胞分泌サイクル明。3(cycJind) 
光合成

cab(ιHCP) 
削 u{nitr.ttcr.ι叫ucta蛇》

C41うpC"I(pE]'carboxyl組関》

C41やcl(o;arbonica"ytl向 乱》
rbcS(ruhi>KO S・・・.11 剖 buuil)
間働誘引

cJlS(chaL曲 ncsynlhasc) 
chi(cha1collc ison陀 rase)
tVi'(dihyd問 navonol町 du<;la民〉
例制限述

rr(rc!lpOI出向I{ulalor)
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な手法と生化学的な干法を主体にこの情報伝逮

呆の下流に存在する照的遺伝子を確定していく

ことが不可うにであろう しかL 相関解析は標

的遺伝子の候補について節嬰な示睦を与える

それらの遺伝子はその時現が盗紫とサイトカイ

ニンへの応害性をもっ符である この長件を満

たす遺伝子は那2占に要約される これらの遺

伝子は生埋的槻能として転写細胞分裂光

合成などそれ白身の尭現がt!，誌の窒棄を必要と

するかもしくは35htの笛紫を必要とする細胞活
動に先行する遺伝チに多く分布していることが

liiiめられる このことは柏物が控業を多量に必

盟とする細胞活動の融制に際して i 外部の裂紫

栄曹E間境をモニター し その保証を遺伝子発呪

に伝遣していることを示唆するのかもしれな

い また この世には，防御や鵠引などにはた

らく 2止代謝産物合成の引き金となる遺伝子も

宵まれる これらの遺伝子尭脱は盤輩やサイト

カイニンによって前者の一群の遺伝子とは巣立

り f'!に制御される 受精に際して特定の昆虫

を誘引したり白子孫を童書ぐということで植物の

ライフサイクルで臥/，m要な段陪である生殖器
官の形成は光合成や細胞のm殖といった草草案を
多量に盟する成品段階が料了し 老化を迎えて

始まる 組物はこの時Jilを外部の墜紫供給の減

少で横知し その減世を確認してこれらの遺伝

子尭現の抑制を解除するのかも知れない

i喧に紹介したように。植物への窒素供給は棋
や業組織のサイトカイニン浪!立の上昇をもたら

すこと また地上部と艇のバイオマス比を噌加

させる'll業の役制がサイトカイニンで世き換え

仰るという古くからの知見 (Kuiper.1988， 

Fetene and Beck. 1993)がある さらに盗紫

栄曹とサイトカイニンの情報伝述の相互関係が

存在することは M. Cabocheのグループによ

って単離された低唱帯感受性の変異昧 (Faure

et al.. 1994)の示す虫現型からも強く示畦され

る この椋はサイトカイニンに抵抗性告示す

Zea31ニ変異を起こし 低い望索/炭輩比の也と

で光に依存した F盤成長を抑l制する これらの

ことはサイ!カイニンが31幸町内部ングナルで
あるとする考えを支持するものである このホ

ルモンが同待相物における寝苦;輪知の仲立ちを

するという 。ここに概悦したモデルの考え}jは

他物における器mlllコミュニケーンョンの分チ

品娘として 将来の植物科学の殴聞 とりわけ

その而検rf.，V，q)開僻に役立つことを軍占らはl嗣
i寺している

IV 盟事配骨制御の応用的側面

自然界では制限因子と目される室嵩の配分は

植物が開境適応、に際して行う代謝長の転換に重

型な役訓告*たすものであη r:J"度に保存され

た秩序であると宵えよう したがって I 遺伝子

を導入し代田j;j;、を特行もしくは位変し 特定の

遺伝子の克現在強化し植物の機能を改変する時

には 笥紫の配分制御という Lくみを ト分開僻

した tでそれを打破することが実際には大主主
解決;w凶になると与えられる み;梢で記述した
舶物の訟指配分のしくみはこの課題解決への提

案を可f庖にする

生体でのすべての成分の帯慨はその合成速度
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と分解速度の差であり?基本的にはそれらを触

媒する酵素の活刊の培に帰する 実際の鮮軍活

性は細胞内の反応条件である品質水紫イオン

コファクターなどの濃度に依存するが その潜

在的な活甘は制i沢挫の活甘淵節と過(1:f発射に

よる鮮京分子の濃度によって規定される この

考えによれば遺伝子の導入によってこの併嵩

の発現虫を制御Lて合成に関わる醇紫を分解に

閲わる併説よ句も相対的に高めることでCの帯

附をよさくすることが可能である 生体に遺伝

「を導入する時 問題になるのはその導入遺伝

子のプロモーターである 筆者らはZmRRlの

遺伝子構造を解明し そのゲノム遺伝子の59

1流にある非翻l:iR領械をプロモ タにしてリポ

ーターとしてGUS遺伝子との融合過伝子をトウ

モロコンに噂入しその売現を解析したところ

このプロモ タ にほサイトカイニン応答性と

葉肉細胞にI畳先的に見現するための必買な少な
くとも日少似の溢革情報が合まれること 及び

このサイトカイ ニン応、答性は転写段階での制御

を受けていることを明らかにした Wejiet al.. 

2000) したがって。このプロモーターを特'必

の併京の遺伝引こ融合して使附すれば少なく

ともc，柏物の光合成細胞 とりわけ葉肉細胞
にサイ lカイニン応評廿の併ヨ駐在導入すること

が可能であろう 今日では柏物のか主りの細胞

に特典的な尭現刊をi"j¥す部位特目的なプロモー

タ が利則できる これらのプロモータを活問

すれば府案遺伝子をサイトカイニンに応許し

て党現制御する途が桁けよう また サイ|カ

イニンが無機室主源の限から難への内部ングナ

ルという概念からすれば サイトカイニン応菩

は栴掛篭紫源で代位できるものであると考えら

れる

L‘ずれの基礎理論においてもそれを応問研究

に展附させるためには実際にその適同を試すた

めの試験研究を必要とするであろう 上記の応、

川への試行に際して検討すべき事明は多い な

かでも明要なことは 生物に見られる遺伝子克

現在めくるクロスト クの存在である 特正の

過伝子の機能や発呪を改変したとき 他の遺伝

fの発現への影響や他の遺伝子の発現との制互

作附となって現れる筈である このことは遺伝

子導入に伴う機能改変'1物の宜主性にも共通す
る同組でもあり 1物の属性でもある恒常併に
よるものであろう この唱本的な性慣を軸にし

て検証すべき事尉のtくはある粍度推定可能と

23 

なろう すなわち。遺伝「晃引におけるクロス

トークの度合いやその範囲は内外の思境の変

動 したがって 分化や克遣の遣いや温度水

分 光の強度と質栄聾条件などの邸境要因の

変動によって決定されると考えるべきである

検証すべきことは決Lて少なくはないが 導入

したどの遺伝子がいかなる状況の !で則侍した

挙動告示すかを知ることが逆に基礎的な知見を

もたらし。新しい概念をもたらすこと も1分期

待できょう 現在の植物科学は油開により植物

機能を改変しうる段階にまでには至っていな

い 科学の進事には基礎研究と現実に直而する

課題の解決，いわゆる応問研究の両而が必須で

ある所以であろう
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